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人学校が実施した日本語教育についても視線を投げかけており、《1934 年 12 月、国際文化
振興会から日本語研究補助が交付され、日本人小学校内に日本語講座が開講された。･･･(中







また、山口雅代(2014)は、バンコク日本語学校（1943 年 3 月）を表に取りまとめて、第１
及び第２日本語学校の設立、場所、職員、在籍者数、教材、学期、授業時間、授業料を示し、
第２日本語学校の設立を 1942年 9月 30日と記した。北村武士、ウォラウット・チラソンバ
ット、セックサン・チャンタラチャムノング(2018a)は、星田晋五が残した史料の一つであ



















































































































































































たと言っても過言ではなかろう。当時の繁栄の跡は、昭和 17 年 1 月 10 日東京市小石川区
共同印刷印刷、同 12 日日泰文化研究所発行の『最新盤谷案内地図』に見ることができる。 
 
３．３ バンコクの日本人学校の設立 －シープラヤ６４６番地－ 
バンコクの日本人学校の設立日は大正 15年 6月 1日、日本の法令に基づく指定日は大正






















昭和 5年 8月 21日付けで在盤谷領事高津富雄から外務大臣幣原喜重郎に宛てて送付され
た「盤谷日本小学校一覧」には、《監督者 在盤谷領事高津富雄／管理者 日本人会会長 河井




しかしながら、昭和 2 年から同 7 年までの在暹羅公館から日本外務省に宛てた定期報告
書には、その設立日と指定日が記載されていない。定期報告書に設立日大正 15年 6月 1日、
指定日大正 15年 9月 30日と明記されるようになるのは昭和 8年からである 4)〜13)。 
ところで、初代校長小林清平在任中の着任日は、5月 26日、9月 28日、9月 29日と公式
記録上まちまちである。昭和 2年 6月 22日付けで特命全権公使林久治郎から外務大臣田中
義一に宛てて提出された小林清平の履歴書には大正 15 年 9 月 28 日盤谷日本尋常小学校訓
導兼学校長に任ずと書かれている 14)。昭和 7年 6月 27日付けの外務大臣齋藤實証明による
小林清平（明治 26 年 6 月 28 日生）の履歴書には、大正 15 年 5 月 26 日に在暹羅国日本人
会経営小学校長に着任し、同年 9月 29日に在暹羅国盤谷日本尋常小学校訓導兼学校長に任








３．３．３ 暹羅語教員三谷日生の雇用 －暹羅国私立学校令による暹羅語教授義務－ 










日本人学校の部屋の配置については、大正 15年 6月 11日付け「在外指定請願書」3)に添
付された手書きの平面略図が参考になる。また、昭和 5年 8月付「盤谷日本小学校一覧」に
は、学校各部屋と敷地の面積について、普通教室が二つで 18坪、食堂が 10坪、応接室兼事








































狭い入口と 664番地はシープラヤ通り沿いに在った。640/3番地と 654番地の間には 300メ
ートルほどの距離がある。他方、646番地の両側の番地である 645番地と 647番地は、シー
プラヤ通りの上を高速道路が横切るところの南西側に相互に隣接して存在していた。615番









646 番地は、現地踏査で確認出来た 640/3 番地と 654 番地との間に在ったと考えられる。 

















写真１ 高速道路西脇の北側 写真２ 高速道路西脇の南側 
（平成 30年 6月 2 日撮影） （平成 30年 6月 2 日撮影） 
 
３．４ シープラヤ通り６４６番地からの移転先 －ソイサップ２２７８番地－ 
日本人学校はシープラヤ通り 646番地からソイサップ（現在のサップ通り）へ移転した。 
移転先の所在地については、昭和 10 年 8 月 30 日付け在盤谷領事宮崎申郎から外務大臣
廣田弘毅に宛てた「在外日本人小学校定期報告ノ件」に《盤谷府スリオン街ソエサック二、







臣に送付されている。昭和 7 年には在盤谷領事からの送付となり、昭和 8 年には在暹羅日
本公使館用箋への日本語タイプで作成されるようになった。昭和 2 年から 8 年まで報告書
の用紙や送付方法は変化したが、昭和 8 年定期報告書が報告された昭和 8 年 6 月 1 日まで
は、日本人学校所在地はシープラヤ通り 646番地から動いていない。 
昭和 8年の定期報告では、翌昭和 9年度に於ける校地の設定・拡張、校舎の改築・増築・

























































日本人間諜（スパイ）を使用していたことを記録した機密文書も有る 16)。月額 250乃至 300
バーツを与え日本人倶楽部書記に仏領の武備について探偵させたというものだ。友好国仏
国に対して不都合のみならず日本政府にも迷惑を来すとし、明治 43 年 9 月 15 日付で在暹
特命全権公使吉田作弥から外務大臣小村寿太郎に宛てられている。なお、この文書に記され
た日本人倶楽部と昭和 10 年前後の日本人会倶楽部がどのような関係にあるのかは未確認。 
 
３．６ 大東亜戦争後最初の日本人学校 －ソイサラデーン１２２番地－ 
戦後、ソイサラデーン122番地のサラシン家の土地を借り受け日本大使館が開設された。







３．７ 日本人社会が急拡大し始めた頃の日本人学校 －ワイヤレス通り６１番地－ 
ソイサラデーンのサラシン家の敷地内に設けられた日本人学校は、日本大使館のワイヤ
レス通りへの開設に伴い、昭和 35 年 9 月にワイヤレス通り 61 番地に移転した。この通り







写真４ サラデーン通り 122 番地 写真５ ワイヤレス通り 61 番地 










３．８ 現在のバンコク日本人学校 －ラマⅨ世通り－ 



















ャ校に学ぶ小学生と中学生はそれぞれ 386 人、70 人の合計 456 人を数えるに至っている。
なお、バンコク校はそれぞれ 2､119人、512人の合計 2､631人である（泰日協会学校公表）。 
 





４．１ 昭和１０年以前に日本人学校に学んだ者たち －継承言語としての日本語教育－ 






まれで、総数 15 名中 7 名は暹羅人を母親としており、家庭では日常的に暹羅語を常用し、
また、高学年児童は開校以前には暹羅小学校に通学していたので暹羅語授業に何ら困難は







































４．３ 日本語学校設置に係る要件 －暹羅国私立学校令をめぐって－ 










れたことだろう。昭和 13年 4月 1日付け「日暹国際文化事業実施案」18)に基づいて準備員








東隆治の説明（４．９．１項で後述）が参考になる。準備員松宮一也は、昭和 13年 7月 10
日から 9 月 10 日のバンコク現地調査の際、7 月 12 日に元日本人会会長小川蔵太を、13 日
に日本人会会長三木栄を訪問し、8 月 2 日に日本人小学校を見学している 19)から、日本人
会からも私立学校令に関する情報を得たことであろう。 
 
４．４ タイ人向け日本語教育の体制造りの始まり －金井純雄の着任－ 
昭和 8 年 10 月 10 日付け在盤谷領事宮崎申郎から外務大臣に宛てた「盤谷日本尋常小学
校教員募集及派遣方依頼の件」の記録によれば、現職教員柏原豪の帰国に際して正教員 1名





この当時の学校長は昭和 7年 3月 20日に妻と子を帯同してバンコクに到着した平良仲次








４．５ 日本人小学校において開始されたタイ人向け日本語教育 －後藤善吾の着任－ 
















昭和 9 年 10 月上旬から開始した。しかしながら、これを長期にわたって続けること
は到底できないので、前述した担当課長との協議に関し臨機適当の工夫をよろしくお
願いしたい。日本人会会長から特別補助申請の手続きを取らせる。」 
このことにつき、昭和 9年 12月 3日には財団法人国際文化振興会理事長樺山愛輔から外
務省文化事業部長岡田兼一に宛てて文書が送付され、11 月 7 日に審議された暹羅に於ける
日本語研究補助のため 12月から翌年 3月までの 4箇月分 500円を盤谷日本人会に補助金交
付することとなった旨が伝えられた 21)。これに対して、昭和 10 年 4 月 24 日に、在盤谷領
事宮崎申郎から外務大臣廣田弘毅宛て「盤谷小学校教育補助追加下附金領収の件」により、
盤谷日本尋常小学校用箋に書かれた領収証が送付されている。この領収書の文面を下に示











このような経緯を経て、昭和 9年 7月 15日に任用された金井純雄に加えて、昭和 10年 2
月 28日に後藤善吾が任用された。後藤善吾は、着任前、東京府青山師範学校を卒業した後、
東京府で７年間に亘り教鞭をとっていた。金井が主に小学校で教鞭を執る一方、後藤は主に






































①昭和 10年 6月から 9月まで、日本視察旅行に赴く警察官吏 11名のための特別クラス 
②昭和 10年 9月から 11月末まで、日本留学予定の海軍将校 23名、陸軍将校 13名のため
の特別クラス 
③昭和 10 年 7 月から 8 月末まで、日本の医学校入学希望者及び名古屋奨学資金による日
本留学希望者のための特別速成科 
④昭和 10 年 12 月 1 日から昭和 11 年 2 月末まで、渡日する海軍将校、下士、兵員 100 名




レートは 1バーツ＝1.6円）。この当時（昭和 10年）の日本人学校在学生は 19名（男子 14














招聘、助成 12件に合計 28､000円、各種国際文化事業助成 4件に合計 29､240円の支出が計









昭和 13年 2月 17日付け暹羅国日本人会会長三原新三から在盤谷総領事伊東隆治に宛て





































準備員松宮一也は、昭和 13 年 7 月 10 日から 9 月 10 日までタイに滞在して調査を行っ
て、昭和 13年 11月 1日付けで「日暹文化事業実施並調査報告」19)を取りまとめた。この松





























































《九月二十三日 ぴっと 星田先生》と記されている。星田晋五は昭和 13 年から 15 年まで





年月は未詳だが昭和 15年頃と推定される）、地方会員 38名（昭和 15年 6月現在）。この名
簿には日本尋常小学校の金井純雄も掲載されており、その住所はシープラヤ通り 612 番地
と記録されている。この番地はワットケオファーから至近距離にあり旧日本人学校の所在












































し、チョンブリ 6､839名、チェンマイ 2､549名、パトゥムタニー1､184名、アユタヤ 1､103
名と続き、在留邦人の居住地はタイ全土に広がる（在タイ日本国大使館領事部調べ）。また、
日本人学校（泰日協会学校）の在校生は小学校・中学校の全校で、バンコク校 87クラス 2､
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